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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、リガンド依存性イオンチャネル（TC 1.A.9）ファミリーに属します。この遺伝子は、中枢神経系において最も速い抑制性シナプス伝達を媒介する多サブユニット塩素イオンチャネルであるγ-アミノ酪酸（GABA）A受容体をコードします。この遺伝子はイプシロンサブユニットをコードします。この遺伝子は、同じ受容体のα3、β4、およびθサブユニットをコードする遺伝子からなるクラスター内の染色体Xq28にマッピングされています。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されていますが、タンパク質をコードすると考えられるのは1つだけです。 [RefSeq提供、2008年10月],機能：GABAは脊椎動物の脳における主要な抑制性神経伝達物質であり、GABA/ベンゾジアゼピン受容体に結合して必須塩素イオンチャネルを開口することにより、神経抑制を媒介する。,類似性：リガンド依存性イオンチャネル（TC 1.A.9）ファミリーに属する。,サブユニット：一般に五量体。αサブユニットおよびβサブユニットと関連する。,組織特異性：多くの組織で発現する。成体では心臓と胎盤で最も高い発現レベルを示す。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GABAA Rεポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

